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6)ガ ラス繊維強化樹脂を応用 した支台築造に
関する研究
－根管の形態の違いが破壊強度に及ぼす影
響－
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【目 的】ガラス繊維強化樹脂 を応用 した支台築
造法が 日常臨床へ取 り入れ られている。 しか し,
ガラス繊維強化樹脂 を応用 した支台築造法の指針
について報告 は少ない。そこで,根 管形態の違い
が歯根の破折強度,破 折様相へ与える影響につい
て検討 した。
【材料 と方法】エポキシ樹脂製人工歯の歯冠部を
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切断 し,長 さ12．0mmの歯根部 とした。根管形態
1は,フ ァイバ ーポス ト(GC以 下FP)専用 コ
ア形成 ドリル径1.2mmを用い,歯 頚部か ら深 さ
8mmの形態 とした。根管形態2は カーバ イ ト
バー(#13F,#17F,松風)を 使用 し歯頚部から
深 さ8mmの漏斗状根管の形態 とした。
築造体 は1本 のFPを長軸方向 と平行に植立 し
た。表面処理はメーカー指示に従い直接法で行い,
コア部の高さは6.Ommとした。
その後,歯 根を10.Ommトレーレジン内に包埋
し,シ リコーンラバー印象材で歯根膜を再現 した。
試料数は根管形態1,根 管形態2そ れぞれ6と し
た。
破壊強度の測定は万能試験機(ア イコーエンジ
ニアリング社)を 用いた。長軸方向に対 し45°,
クロスヘ ッ ドス ピー ド0．5mm/mｍで荷重負荷 を
与えた。破壊強度は築造体あるいは歯根部が破壊
した時の値 とした。平均値の差の検定はWelch's
t-testにより危険率1%で 行った。
【結 果】根管形態1で は平均214.9(±15．9)N,
根管形態2で は平均296．5(±44-9)Nであった。
根管形態2は根管形態1に対 し有意に大 きな値 を
示 した(p<0.01)。
【考 察】根管を漏斗状に拡大 して残存歯質 を減
らす と,破壊強度は大きくなった。この理由とし
ては実験に使用 したエポキシ樹脂製人工歯の強度
よりも築造体自体の強度の方が大きいため,根 管
を拡大 したことにより全体 としての破壊強度が上
がったのではないかと思われる。破壊様相 を見て
みると根管形態2で は歯根の破壊が多く,必ず し
も根管の漏斗状拡大がいいとは言い切れない。応
力集中の仕方 も大 きく影響 していると考 えられる
ため,今 後それ らの検索を含めて さらに実験 を継
続 していきたい。
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